
令和7年度　　新座市立第四中学校　『学力向上プラン』全体計画

　◇令和7年度の「埼玉県学力・学習状況調査」の結果

　

<各教科の課題> <各教科の指導の目標・重点>

 〔国語〕 校内研修との関連  〔国語〕
質の高い学びの実現に向けた

授業スキルの向上

 〔社会〕 ◎効果的な授業デザインに  ◎授業改善に向けた研修 ◎  〔社会〕

係る研究 　 課題の設定
１単位時間をどう配分する  ◎年間指導計画・各教科 ◎

 〔数学〕 　 の指導の重点の設定  〔数学〕
・ 教師が主導する時間  ◎全教師の年１回の研究 ◎
・ 生徒が活動する時間 　 授業の計画の設定

 〔理科〕 ① 授業記録シートによる授業  〔理科〕
分析（各教科及び各学年）  ◎放課後や長期休業中の ◎
→ 授業の質的な改善 　 補習学習計画の設定

 〔音楽〕 ⇧ ⇩  〔音楽〕
前年度までの研究の成果を土台に

② 生徒同士による学び合い

 〔美術〕 ・学び合える時間の設定  ◎各教科における新たな  ◎各種学習状況調査（全  〔美術〕

・ICT機器の効果的な活用 　 課題の明確化 　 国・県・校内等）や、生徒
 ◎全体計画、年間指導計 　 ・保護者等によるｱﾝｹｰﾄ

 〔保健体育〕 　 画の工夫改善 　 による実態把握  〔保健体育〕

 ◎全教員による研究授業  ◎データ分析（研修推進

　 における職員各自の新 　 委員会、教科部会等）、
 〔技術・家庭〕 　 たな課題の明確化と指 　 校内研修での周知徹底  〔技術・家庭〕

　 導方法の工夫改善  ◎全教師の研究授業によ
　 る教員各自の授業分析

 〔外国語〕  〔外国語〕

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎

◎
◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎
◎ ◎

◎
◎

学校だよりの定期的な発
行とホームページの更新評価規準を基にした評価

基準の検討と作成年間指導計画の計画的な
運用

ロイロノート等の効果的な
使用による学び合いの促
進

各種学力調査・アンケート
を分析し、新たな課題を明
確にする研修の充実

生徒、保護者への「学力」
「生活」アンケートの実施

学校応援団活動に四中学
校教育への支援確かな評価を行うための校

内研修の充実学年教師がローテーション
で行う道徳授業

保護者会、学級懇談の開
催Qubenaの活用による基礎・

基本の徹底 家庭学習の啓発

７　その他

委嘱研究の推進 評価に対する考え方を全
教師で共有する

電子黒板の効果的な使用 質の高い学びの実現に
向けた授業スキルの向上
効果的な授業デザイン

各種学力調査・アンケート
の分析と全教職員への周
知

H＆S等のアプリの活用 毎日の「生活ノート」の充
実チームティーチングの計画

的な実施
生徒用端末の効果的な使
用

１　指導法の工夫改善 ２　評価の工夫 ３　ICT機器の活用 ４　校内研修の充実 ５　検証と分析の充実 ６ 家庭・地域との連携

主体的・対話的で深い学び
学んだことを実際の生活や社会の中で生かそうとする
態度

生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、
解決する力の育成を目指して、内容のまとまりごとの指導計画の工夫
を図る 。

・学んだことについて、もっと詳しく知ろう、もっと深めよ
うとすること

・教科書の題材等を通して、今社会で起こっていることについて、自
分事として捉え考えられるように導入や発問を工夫する。また、学ん
だり考えたことを身近な生活と関連付けさせる。改善への視点（具体的な取組み）

・鑑賞したものと、制作することを関係づけてイメージ
すること

・参考となる作品を鑑賞し、ヒントを与えることで、より主体的な学習活
動とする工夫をする。

⇦
・活動に夢中になり、自ら成長しようとする探究心を深
めること 質の高い学びの実現

・活動の目的を明確化し、生徒が自分たちで協働的に考えながら取
り組む力を養う。

⇒
・確かな知識育成と自分の考えを言語化しながら学習
に取り組む環境を整えること

課題の明確化 評　価 ・表現の為の知識を身に付け、表現の方法をより明確化し共有するこ
とができる授業の構築

（ＡＣＴＩＯＮ） （ＣＨＥＣＫ）

・習得した知識・技能を課題解決に活用する力 一人一人の教師による
研修テーマに応じた研
究授業の実践

・既習の知識・技能を整理し、必要に応じて意図的に引き出しながら
課題解決する場面の設定をする。

・理科の見方・考え方を働かせ、根拠をもって実験結
果等を説明すること

個に応じた補習学習の
実施

・学び合いを通して、自らの考えやその根拠をまとめ発表する活動の
設定をする。
・ぞれぞれが自らの考えを持つことができるような課題の設定をする。

研修部を中心とした研
修の実施・授業で学んだことを自分の考えとしてまとめ、日常生

活に活かすこと

課題設定に重点を置いて、ICTと資料を活用して、自分の考えをまと
め、他者に分かりやすく表現する。

⇨ 年間指導計画を基とし
た授業の実践のが効果的なのか

課題の改善に向けて
・語彙を豊かにし、場に合った適切な言葉を使うこと 学力向上推進計画 実　践 ・言葉の意味や働きについて、的確に説明できるようにする。

（ＰＬＡＮ） （ＤＯ）

◇本校『学力向上』の基本方針 ◇調査の「結果分析」と今後の学力向上の取組について
◆学習指導要領に基づいた積極的な授業改善
　「主体的・対話的で深い学び」の授業づくり
　　・やってみたくなる課題設定の提示
　　・読解力の育成
　　・生徒が自ら考えるための問いの投げかけ
　　・本時の目標の定着度の確認
　　・生徒のつぶやきを拾う丁寧な授業
　　・Chromebook、電子黒板、ロイロノート、Qubenaの活用
　　・ノート指導の工夫

　県学調の結果より、特に学力の伸びた学年・教科は、２年生数学（84.7％）であった。また、
県や市内平均と比較して一番伸びた教科は3年生数学（72.5％）であった。
　数学科では、一人で考えを整理したり、問題解決をしたりする時間や、さらなる疑問や課題
に仲間と協力して取り組める時間を意図的に設定している。また、日常生活との結びつきを
伝えたり考えたりする活動を導入し、習得した知識・技能を活用する学習機会が多くなるよう
に単元設計している。これが深い学びにつながり、学力の伸びに影響したと推察する。
　本校では学力の伸びに着目し、各教科で手立てを考え、授業改善に努めている。令和5年
度からは「単元構成及び１単元時間の授業デザイン」について研究を進めている。教師の説
明の時間と、生徒の活動の時間のバランスを適切なものにデザインすることで、生徒の主体
性を高め、学力の向上を目指している。今年度は3年計画の集大成として、授業デザインと、
主体的・対話的で深い学びの実現状況を検証し、成果の確認を進めている。3年生数学の
学力の伸びはその成果の表れである。

➩ ➩


